




































はじめに

　アイヌ語はアイヌの人たちの独自の言葉で、身近に触れているものとして

地名があります。アイヌ語の地名は地形の特徴や土地の産物など身近な生

活を表わしたもので、北海道をはじめ、サハリンや千島列島、それに東北地方

にも残されています。他にも「エトピリカ」や「ラッコ」、「トナカイ」などアイヌ語

と意識されずに使われている言葉があります。

　また、アイヌの人たちはユカラをはじめとする多くの優れた口承文芸を伝え

てきました。語り継がれてきた物語の中には、自然の中で生きていく知恵や自

然との折り合いの付け方などが盛り込まれていることも多く、話を聞くことで、

さまざまなことを学べるようになっています。

　現在では、アイヌ語が日常会話の言葉として使われることはほとんどありま

せんが、祖先から伝えられた言葉を多くの人たちが話せるようになるよう、いろ

いろな取組が行われており、この「アイヌ語ラジオ講座」は、初心者向けのや

さしいアイヌ語講座を放送し、多くの人たちにアイヌ語に触れ、学習する機会

を提供するため平成10年から開設しているものです。

　平成25年度は4月からの1年間、浦河町出身の木村多栄子さんによる、

アイヌ語講座をお送りしております。

　その他、財団ではアイヌ語の挨拶「イランカラプテ（こんにちは）」を北海道

のおもてなしの言葉と位置付け、企業等と連携・協働しながら継続的・連携

的なキャンペーンを行い、多くの人々にアイヌ文化の歴史や文化に触れてい

ただく取組を行っています。
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会員募集のお知らせ

『賛助会員』を募集しています。

　国及び北海道からの財政的な支援を受けて、各種事業
を実施していますが、多様な事業の展開を目指し、事業を充
実させていくためには自主運営基盤の確立が重要です。こ
のため、全国の個人、団体や企業の方々から、幅広くご理
解、ご支援をいただくことが大切であると考え、財団の設立
目的にご賛同下さる方 を々賛助会員として募集しています。

年会費
　■法人・団体／一口 ２万円
　■個　　 人／一口 ５千円
　　※各一口以上です。

会員特典
　■財団発行の刊行物等の無料配布
　■財団主催の展示会等の行事の案内や情報の
　　提供などがあります。
　　入会には、申込書が必要ですので、希望される
　　方は、財団本部（札幌）又はアイヌ文化交流セ
　　ンター（東京）にお問い合わせ下さい。

会費の使途
　■講演会の開催、アイヌ文化等に関する書籍等
　　のライブラリーの整備などの自主事業の充実の
　　ために充てられます。




